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1.学生への連絡における言語に関して



学生からの意見

 「連絡を英語で受け取れるようにはできないでしょうか。とても大切な連絡
が受け取れていません。」

 中にはタイトルだけ英語の連絡もある

 愛媛大学には、様々な国から来た学生が在籍

 慣れない言語で書かれた連絡：きちんと理解できているか不安

 学生生活に支障をきたしかねない



愛媛大学の留学生受け入れ状況

図1:愛媛大学概要2021 P.21 「外国人留学生数」

図2:愛媛大学概要2021 P.21 「外国人留学生受入状況」
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例

 修学支援システムにおいて、「ワクチン」という単語を含む連
絡の総数は24通：英語等での翻訳文があったものは0通

 大学のコロナ対応に関する連絡に関しても、英語文があるも
のは見当たらなかった(11月24日現在)

 ただし、国際連携課から留学生へのメーリングシステムで、英
語による重要な情報や各課から国際連携課に英語翻訳依頼
のあった情報は、留学生に送信されている。



要望

英語について、発信元によって対応の差があるた
め、対応可能な発信元を増やしてほしい



2.学生への連絡における方法に関して



学生からの意見

 毎日様々な内容の連絡がたくさんあり、必要な連絡がその他の連絡に
淘汰されてしまう

 連絡方法が多数あって、講義によって使われる手段が異なる点も相
まって情報量が多い

 特に講義などにおいて、重要な連絡が直前まで来ない

 大学での学びに支障をきたす恐れがある



要望

連絡内容の整理をできるようにしてほしい

連絡手段の統一・各手段の役割分担

直前すぎないタイミングで連絡いただきたい



情報量の多さ

 実際に連絡が多いわけではない(修学支援システムに関しては、
1日に平均3通程度)

 メッセージが整理されていない点で多く感じてしまう

 修学支援システムのメッセージボックスが整理できるようになる
と、少し改善されるのではないだろうか(講義連絡・就活・学生生
活支援課・教育支援課など)



修学支援システムお知らせの表題画面

発出元を表題の前に入れてはどうか



例
（就職支援課）【本日17時〆切！！】「愛大
合説」の参加申込みは本日17時まで！！

（学生生活支援課）太陽石油奨学金2022の募
集開始時期について

（図書館）コロナ禍における図書館の利用に
関するアンケート



連絡手段や連絡のタイミング

 先生や部署、時と場合によって、連絡手段や時間が異
なる

 ある講義では修学支援システム、ある講義では
Moodleのみ、講義によっては前日夜まで音沙汰無し

 ある程度の手段の統一と、講義等の連絡でできるかぎ
り直前にならないようにしていただきたい



要望

連絡内容の整理をできるようにしてほしい

連絡手段の統一・各手段の役割分担

直前すぎないタイミングで連絡いただきたい


